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＜連絡事項＞
・本日13：10から避難訓練実施しています。
＜患者様連絡事項＞

・寺井　恵利子様～本日、障害支援区分更新のための認定調査実施。本人様は質問に対し淡々と返答。返答に詰まる場面はない。
・三浦　綾子様～ひかり介護・相談支援事業所　安田氏来院し、本人とオンライン面会実施。
・島脇　法依様～訪問看護五福より、退院前に本人と面談調整すると連絡あり。面談時には病棟にて行う予定。
・板橋　利美様～食事摂取量低下見られており、食欲不振を訴える。本人が牛乳の摂取を希望していた事から、食事摂取量増加を目的として10/27（木）からハーフ食を昼に変更。
＜要注目患者様＞


























・小笠原文人様～奇異行動や独語持続しているが、介入にて他者トラブルなし。日課は問題なく自力で取り組むことが出来ている。
・高橋　義明様～夜間早朝覚醒見られており、介入にも一点を凝視しスタッフへの反応は鈍い。日課の遅れや拒否みられ、女性スタッフには威嚇的となる場面あり。介入時には男性スタッフ対応にて日課行っている。

・畑中　成夫様～妄想に左右された発言はないが、他者の言動を注視している事あり。他者とは距離を取って過ごすことが出来ている。
・久保　興介様～廊下にて奇声をあげ、他患者様を威嚇する行動や暴言聞かれている。その後来詰し、特定のスタッフを挙げ「俺の親がどうかしましたか？スタッフが俺の悪口を言ってる」と訴える。説明にも表情の硬さ見られ納得せず。特定スタッフが休憩から戻り直接本人から事実確認し、本人が被害的な幻聴により勘違いしている事を認知している。
＜小栁Dr診察情報＞
・大久保　すい様～食事に毒が入っていると訴え、朝食時に牛乳を飲みたいと希望。ハーフ食では牛乳の対応が出来ない為、現状のまま様子観察の指示あり。処方は同内容継続。
・会津　慮子様～特変なし。処方同内容継続。
・竹林　忠志様～11/2　10：00退院指示。退院処方35日分処方（12/6（火）11：00初外来）退院後も血圧降下剤を継続するため、飲酒状況も確認を兼ねて外来通院継続するよう説明している。
・中野渡　鉄男様～先週まで学生が付いていた事で、いなくなって寂しいと話す。精神症状変化なく、処方同内容継続。
・十日市　利喜様～前回の話は忘れたと話す。身体が辛いと訴えるが具体的な発言は出来ず。夜間の睡眠はとれていると話しており、処方同内容継続。ピコスルファートＮａ1本処方。
・佐野　貢様～前回診察時に収集癖を指摘しているが、その後も改善なし。本人は「あれば手元に溜めてしまう」と訴える。タンドスピロンクエン酸塩錠は飲みきり止め。今後レクサプロを増薬していく。
・高橋　康満様～「薬かわってませんね」と訴え、薬のせいで体力がないと話す。体力低下は服薬による影響だけではないことを説明受けるが、「薬じゃなければ体力が付くはずだ」と説明の受け入れ出来ず。今後内服変更を検討。
＜金Dr診察情報＞
・井上　和美様～「今日はちょっと調子悪い。あまり眠れない」と話すが、頭はスッキリしているとの事。日中の余暇活動としてキーボードを1ヶ月ほど持ち込みたいと訴えあり。主治医は許可としているが、担当スタッフと話し合うよう説明受けている。処方は同内容継続。
・坂本　福子様～本日嘔吐があったと話すが、1ヶ月9月末から10回程嘔吐していると報告。主治医からは食後の生活状況を尋ねられ、「食べてすぐに寝ている」と話す。また、「お腹の出っ張りが酷いので見てもらいたい」と訴えあり、生活状況を改善するよう指導受けている。

スタッフからの指導について、「他の人は注意されないのに、自分ばっかり言われる」と不満訴える為、それぞれに目標があり目標に合わせてアドバイスしている事を説明。本人からも午睡してしまう事が生活リズムが乱れる原因と話しがあり、寝ている時の対応について主治医から質問されると、起こして欲しいと希望される。
・角濱　義弘様～午後からは起きていられるが、午前中は寝てしまうと報告。自宅へ戻ってからの生活を尋ねられると「家に帰ったら起きています」と話す。外の生活を見据えた生活リズムで生活するよう指導受けている。
・小笠原　文人様～診察室に入ると「回復しました」と話す。ノートを持参しており、歴代主治医とのやり取りを記載し自伝を出そうと思っていると訴える。内容を主治医へ見てほしいと話すが、記載内容は不明瞭。処方は同内容継続。
・飯豊　信雄様～診察の拒否はなく、調子はいいと話す。作業療法では2桁の計算を計算機を利用して行っていると話しており、暗算を試してみるよう説明受けている。処方は同内容継続。 
